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＼予 算 特 別 委 員 会／

令和７年度の各会計予算を可決
３月定例会では、町の令和７年度各会計予算について話し合い、可決しました。
 町の予算は、町長が提案し、町議会の議決を経て決定されます。

一 般 会 計

総務費

民生費

衛生費

公債費

教育費

土木費

災害
復旧費

その他

31.2％

21.7％

13.8％

8.1％

7.4％

6.4％

3.7％

7.8％

36.7 億円

25.5 億円

16.2 億円

8.7 億円

7.5 億円

4.3 億円

9.2 億円

9.5 億円

●総務費… 総務管理、税務、戸籍、選挙、統計など
●民生費… 社会福祉、高齢者福祉、児童福祉など
●衛生費… 予防接種や健康診査などの保健衛生、

清掃など

●公債費… 借り入れた町債の返済
●教育費… 学校教育や文化・スポーツ振興の社

会教育など

●土木費… 道路や公園の整備、維持管理など
●災害復旧費…災害で被災した施設の復旧
●その他… 消防費、議会費、商工農業の振興、

消費者行政など

一般会計は、町税や国庫・県支出
金などの収入をもとに、教育、福祉
や道路、公園の整備など、おもに町
の基本的なサービスを行う会計です。

117億 7,005万円

10 20 30
［%］

10 20 30
［%］

歳出

27.0 億円

24.4 億円

18.8 億円

10.2 億円

9.9 億円

9.4 億円

7.2 億円

10.8 億円

ふるさと
まちづくり

寄附金

地方交付税

繰入金

町税

県支出金

国庫支出金

町債

その他

22.9％

20.8％

16.0％

9.2％

8.7％

8.4％

8.0％

6.1％

歳入

前年度比 4.2% 増
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Ｑ 財政調整基金、ふるさとまちづくり基
金の現状は。

Ａ 令和６年度末の予算ベースでは、財政 
調整基金約 14 億円、ふるさとまちづく
り 基金で約 45 億円の見込みです。

※　財政調整基金
年度間の財源不足に備えるための積立
金。財源に余裕のある年度に積立を行
い、大規模災害の発生や税収の大幅減
などがある年度に取り崩しを行うもの

※　ふるさとまちづくり基金
ふるさとまちづくり寄附金（ふるさと
納税）を財源として積み立て、寄附者
の意向に沿いながら、まちづくりに活
用するための積立金

Ｑ ふるさとまちづくり寄附金の現状は。ど
のように評価しているか。

Ａ 令和６年度は２月末時点で 27 億 3,500
万円程度。県内共通返礼品の枠組みが
なくなり春夏は寄附額が落ち込んだも
のの、みかんの価格が高騰し返礼品が
好調だったことや、ポータルサイト毎
の運営の工夫、KITTE 大阪における観
光 PR 事業等が功を奏したと考えます。

Ｑ 今回予算の重点について町の考えは。
Ａ 老朽化した斎場の建替えといったハード

面の主要課題に対処するとともに、義務
教育の無償化といった町長公約にも任
期中に順次取組む。令和７年度はまず小
中学校生徒の万博参加を助成します。

・ふるさと納税に要する経費
13 億 3,987 万円

・観光 PR イベント実施事業 106 万円

・地域おこし協力隊 1,439 万円

・斎場建替事業 ７億 1,146 万円

・農地・農業用施設災害復旧事業

 ４億 3,078 万円

・栖原ポンプ場改築事業 2 億 3,000 万円

・町道湯浅 126 号線外道路改良工事 

（張出歩道） １億 2,100 万円

・GIGA スクールタブレット端末購入

 6,371 万円

・大阪・関西万博参加支援補助金

 206 万円

予算詳細説明から 議員の質問・町の回答
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Ｑ 重要伝統的建造物群保存地区内の整備
事業や補助金について、改めて目的や要
件の解説を。

Ａ ❶伝建地区内に所在、❷伝統的要素を
備える、❸築５０年以上経過、❹所有者
の同意、の４要件をすべて満たす物件が、
伝建地区内に 144 棟ある。

 それらのトタンをはがしたり、屋根を直
したり、柱を起こしたりといった修理事
業を行っている。❷伝統的価値は、審議
会で識者の意見を聞き判断。識者により
意見は異なるが、湯浅町では醸造業の
町のなかに、時代毎に建て方が違う、様々
な顔の建造物が群として密集しているこ
とが価値のひとつかと考えます。

要望　専門家の見出す価値とは別に、町とし
て地区の全体像や観光資源として活用
のための展望を、より一層打ち出してい
くようお願いする。

Ｑ 湯浅小学校プールについて計画は。利
用対象は児童だけか。

Ａ １階はピロティとしてプールを、２階は
体育館を設置。教育委員会としてはすべ
ての年齢層に向けた社会教育施設とし
たい考えです。

Ｑ 産婦人科診療所運営負担金について、
“ファミール産院ありだ”の状況は。

Ａ 令和６年度で分娩数は現時点で 38 件。
うち和医大附属病院で８件、日赤病院で
７件、ファミール産院ありだで７件、そ
の他 16 件です。

・伝統的建造物群保存地区補助金
7,037 万円

・菊池海荘宅跡土塀修復事業 468 万円

・町民体育施設建築条件等調査 306 万円

・産婦人科診療所運営負担金 1,761 万円

・妊婦健康診査助成金  275 万円

・防犯カメラ・防犯灯の維持管理費
	 184 万円

・防災行政無線システム更新事業
	 6,997 万円

・漁業担い手育成支援事業補助金
	 692 万円

予算詳細説明から 議員の質問・町の回答
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【農業集落排水】
❶収益的収支
・収入総額　5,717 万円（前年度比 8.7% 減）
・支出総額　5,846 万円（前年度比 7.7% 減）

❷資本的収支
・収入総額　4,394 万円（前年度比 45.2% 減）
・支出総額　6,375 万円（前年度比 40.6% 減）

【水道】
❶収益的収支
・収入総額 ３億 1,341 万円

（前年度比 6.9% 増）
・支出総額 ２億 9,744 万円

（前年度比 7.8% 増）
❷資本的収支
・収入総額 3,633 万円 
 （前年度比 40.8% 増）
・支出総額 １億 3,532 万円

（前年度比 4.4% 増）

公営企業会計は、上下水道事業等について「独
立採算の原則」により経理する会計です。

一般会計で支出すべきものを除いて、例えば
水道の供給には水道料金など、事業の経費には
経営による収入をもって充てなければいけない
ものとされています。

また、一般会計のように歳入、歳出予算を同
額とするのではなく、❶収益的収支、❷資本的
収支のふたつに区分されます。

❶収益的収支は事業の経
営活動により発生する料
金などの収入と支出です。
❷資本的収支は施設の建
設や改良等に関する収入
と支出です。

【国民健康保険】 16 億 559 万円
（前年度比 1.5% 増）

【介護保険事業】	 14 億 8,668 万円
（前年度比 1.3% 増）

【後期高齢者医療】 ４億 20万円
（前年度比 1.8% 増）

【駐車場】 1,088 万円
（前年度比 8.9% 増）

特　別　会　計

公 営 企 業 会 計

町が行う行政サービスは幅広く多岐にわたり
ます。そのため、より合理的で分かりやすい会
計経理を行うために、一般会計のほかに特別会
計を設けて、別のお財布で収入・支出を経理し
ているものがあります。

議員の質問・町の回答

Q 後期高齢者でマイナ保険証を持たず、保険
料の滞納がある場合、有効期間を短く設定
した短期証の交付の代わりに、どのような
運用となるか。

A 令和６年 12 月以降は、これまでの保険証
の発行はありません。マイナ保険証を持た
ない方には、保険証に代わる資格情報を記
載した資格確認書を送付します。
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令和７年３月	定例会

おもな審議から
令和７年３月定例会は３月４日（火）から

３月 14 日（金）まで 11 日間行いました。

提出された計 32 件の案件のほか、湯浅町

からの報告事項を受け、慎重に審議し、

すべて原案のとおり可決・承認しました。

また、意見書１件について、新たに議員

から提案し議決しました。その中から、３つ

を紹介します。

（審議結果は本紙 15 頁）

議案第 15 号　令和６年度一般会計補正予算（第８号）
トイレカー購入・豪雨災害復旧工事費・人件費など

補正予算２億 2,711 万４千円を減額

新しい補助金等を活用したトイレカーの購入、 
年度内に工事契約ができなかった災害復旧事業費 
の減額、国の改定を踏まえた職員人件費の増額等 
を含んだ補正予算となりました。

歳入のおもな補正
◦新しい地方経済 ･ 生活環境創生交付金

2,000 万円
◦農業用施設・農地災害復旧
◦事業補助金（県費） ▲ 3億 331 万 4千円
◦消防債 2,000 万円

歳出のおもな補正
◦トイレカー⾞庫整備工事 1,000 万円
◦トイレカー購入 3,000 万円
◦農業用施設・農地災害
　復旧費 ▲ 3億 3,839 万円

議員の質問・町の回答

Ｑ トイレカーとして購入想定する⾞両は。
Ａ 洋式便座タイプの水洗式トイレ５基を設置。

汚水タンクの容量は 1,000L で 1 ⾞で 1,000
回使用可能。避難所が断水した場合やイベン
ト時の防災啓発に活用 していきます。

要望　し尿処理について、災害時に事業者が対応
できるとは限らない。購入までに詳細な検討
を。

Ｑ 令和５年６月豪⾬からの災害復旧工事の進
捗は。

Ａ 令和６年度で 1/2 の工事を入札。令和７年度
は工事発注のバランスや指名業者等を検討し
全件の契約を完了させたい考えです。
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議案等の概要
消防団は、消防法で定める町の消防機関です。

団員は、非常勤特別職の地方公務員でありながら、
ボランティアとしての性格も備えています。

団員には年額報酬や災害等で出動した際の出動
報酬などが支給され、活動で死傷された場合には
公務災害補償の対象とされます。

退職時には、勤続年数に応じて、退職報償金が
支給されます。政令改正をふまえ、令和７年４月
から、勤続 35年以上の団員の退職報償金の支給
額が引き上げとなりました。

議案等の概要

石本一也議員から、えん罪被害者救済のた
め、刑事訴訟法の再審規定について、改正を
求める意見書（案）提出の提案があり、議長
を除く他の議員全員が賛成議員として議会に
提出しました。

なお、議長には中立公正な立場で議会を運
営する役割があるため、通常は発議の賛成議
員になることはありません。

町議会はこの意見書を可決し、３月 17 日 
（月）、政府の関係機関に意見書を提出しました。

意見書から（抜粋）

えん罪は、国家による最大の人権侵害の一
つである。えん罪被害者の人権救済は、人
権国家を標ぼうする我が国にとってはもち
ろんであるが、地域住民の人権を守る義務
を有する地方公共団体にとっても重要な課
題と言える。
えん罪被害者を救済するための制度である

再審制度については、その手続きを定めた刑
事訴訟法の規定に再審請求手続きの審理の在
り方に関する規定がほとんどないことから、
裁判所の広範な裁量に委ねられている。この
ことから、再審請求手続きの審理の適正さが
制度的に担保されず、公平性も損なわれてい
るのではないか、との危惧が生じている。国
に対し、えん罪被害者を生じさせないため、
刑事訴訟法の再審規定について改正を速やか
に行うよう強く求める。

議案第６号　非常勤消防団員に係る退職補償金の支給に関する条例の一部改正

消防団員の退職報償金が改正されました

発議第１号　刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書（案）　提案議員：石本一也

えん罪被害者の人権救済のための意見書を国へ提出

▲ 消防出初式の様⼦
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「春の温州みかん
『あおさん』の普及策を」
「鳥獣害を
減らすために」

三ツ橋忠男

「町行政組織に
新たな職階を」
「幼少期からの
人権教育を」

石本一也

「防犯カメラ・
防犯灯の現状は」

由良祥治

「水道事業について」
「町民の生活支援
について」

久澄顕人

「地場産業
発展のために
地域おこし協力隊の
活用を」

権貴大

「小中学校体育館
の空調整備を」

赤井洋⼦

一 般 質 問

３月定例会の 10 日目、３月 13 日（木）に一般質問を行った 6 人の質問内容を紹介
します。
議員は、町が行う取組内容や問題点に関し、幅広く質問することができます。
これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答えます。
このやりとりは、町民の代表である議員が町の考え方をチェックし、町民の思いを
住民サービスに反映させるという大切な役割を果たします。

こ れ か ら の ゆ あ さ の た め に
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登
録
さ
れ
た

こ
と
は
非
常
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で

す
。
一
日
も
早
く
皆
様
に
広
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
苗
木

に
対
す
る
補
助
金
な
ど
「
あ
お
さ
ん
」

の
普
及
に
関
す
る
支
援
の
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
本
町
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

が
多
く
、
近
年
は
鹿
の
被
害

も
増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
今
年
は
ヒ

ヨ
ド
リ
や
カ
ラ
ス
の
被
害
が
多
発
し
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
対
策
の
基
本
は
個
体
数
管
理
と
侵
入

防
止
対
策
で
す
。
防
護
柵
の
設
置
は
進

ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
個
体
数
管
理
が

で
き
る
ほ
ど
捕
獲
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
被
害
が
深
刻
化
し
て
い

る
要
因
は
狩
猟
者
と
農
業
者
の
減
少
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し

て
い
け
ば
営
農
意
欲
の
減
退
、
耕
作
放

棄
地
や
離
農
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
地

域
農
業
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
の
現
状
と
今
後
の
施

策
に
つ
い
て
は
。

（
産
業
建
設
課
長
）
令
和
６

年
の
捕
獲
数
は
イ
ノ
シ
シ

２
５
０
頭
、
鹿
は
58
頭
で
す
。
捕
獲
す

る
狩
猟
者
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
調
査
研
究
や

視
察
を
行
い
捕
獲
対
策
を
維
持
継
続
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

回
答
を
受
け
て

　
町
民
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
色
ん

な
方
面
で
施
策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ジ
ビ
エ
肉
の
活
用
も
ひ
と
つ
の
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。
鳥
獣
害
被
害
を
減

ら
す
た
め
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
対

策
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

お
願
い
し
ま
す
。

Q

Q

A

A

春
の
温
州
み
か
ん
“
あ
お
さ
ん
”
の
普
及
策
を

鳥
獣
害
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
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般
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問

Q

Q

本
定
例
会
で
町
予
算
や
主
要
施

策
の
説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
、
複

雑
化
す
る
な
か
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
も
数

年
前
か
ら
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
５

期
目
町
政
発
足
か
ら
半
年
、
ど
う
い
っ

た
組
織
が
必
要
で
、
職
員
に
と
っ
て
も

働
き
や
す
い
も
の
か
早
急
に
検
討
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
過
去
に
も
専
門
人
材
の
任
用
や
総
合

的
に
業
務
を
総
括
す
る
ポ
ス
ト
の
創
設

な
ど
質
問
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な

方
針
は
。（

町
長
）
令
和
３
年
度
の
組
織

編
制
か
ら
４
年
近
く
が
経
ち

ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
副
町
長
を
は
じ
め
各

課
と
協
議
を
し
な
が
ら
状
況
報
告
や
課

題
等
の
共
通
認
識
を
持
ち
、
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果

も
で
て
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
ご
提
案
の
業
務
の
効
率
化
を
よ

り
進
め
る
新
た
な
ポ
ス
ト
の
必
要
性
に

関
し
て
は
、
組
織
全
体
の
業
務
内
容
や

勤
務
形
態
、
ど
う
い
っ
た
人
材
が
適
切

な
の
か
も
含
め
方
向
性
を
定
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
機
構
改
革
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
業
務
を
効
率
的
に
推
進
で
き
る
組

織
構
造
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

２
月
11
日
（
火
）
に
和
歌
山
市

で
県
内
保
育
所
、
こ
ど
も
園
の

保
育
士
等
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
、
県

人
権
保
育
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
差
別
や
い
じ
め
を
生
み
出
さ
な
い
人

権
感
覚
を
幼
少
期
か
ら
育
む
た
め
に
県

が
主
催
し
た
集
会
で
、
本
町
か
ら
は
副

町
長
は
じ
め
職
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
幼
児
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
社
会
性
と
情
動

の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
く

ま
の
こ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
紹
介
さ
れ
、

子
ど
も
が
生
活
の
な
か
で
困
難
に
直
面

し
た
と
き
、
あ
き
ら
め
て
何
も
で
き
な

か
っ
た
り
、
怒
り
で
我
を
見
失
う
こ
と

を
防
ぎ
、
子
ど
も
自
身
が
幸
せ
な
生
活

を
築
け
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
同
和
保
育
の
原
点
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

　
町
立
こ
ど
も
園
に
お
い
て
も
同
和
保

育
を
継
承
さ
れ
て
い
る
と
は
聞
い
て
お

り
ま
す
が
、
若
い
保
育
士
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
是
非
と
も
、
こ
う
い
っ
た

取
組
み
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
教
育
長
）
ご
質
問
の
研
究
集

会
に
は
教
育
委
員
会
か
ら
事

務
局
と
保
育
士
が
参
加
し
、
子
ど
も
達

の
発
達
段
階
に
お
け
る
特
徴
や
傾
向
、

保
育
現
場
で
の
悩
み
な
ど
、
共
感
す
る

部
分
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
う
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
で
も
、
小
学
1

年
生
の
暴
力
加
害
者
数
は
こ
こ
10
年
で

14
．６
倍
に
膨
れ
上
が
り
、
心
身
共
に

比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
の
多
く
が
、
不
安
定
で
学
校
等
へ
の

不
適
応
の
症
状
を
示
し
て
い
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
践
発
表
に
あ
り
ま
し
た
「
く
ま
の

こ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
活
用
は
、こ
う
い
っ

た
観
点
か
ら
も
、
湯
浅
町
の
こ
ど
も
園

で
も
、
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
若

い
保
育
士
の
育
成
に
有
意
義
な
機
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
保
育
現
場
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
導
入
に
向
け
て
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
行
政
組
織
に
新
た
な
職
階
を

幼
少
期
か
ら
の
人
権
教
育
を

石
いし

本
もと

　一
かず

也
や

　議員

A

A
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水
道
事
業
に
つ
い
て

町
民
の
生
活
支
援

　
に
つ
い
て

令
和
2
年
度
に
策
定
し
た
水

道
事
業
経
営
戦
略
の
進
捗
、

水
道
事
業
の
今
後
の
課
題
は
。

（
水
道
事
務
所
長
）
国
道
42
号

や
広
川
町
昭
和
通
り
の
配
水
管

布
設
替
え
を
行
い
老
朽
管
の
耐
震
化
を
進

め
、
令
和
6
年
4
月
に
40
年
ぶ
り
に
水
道

料
金
改
定
を
実
施
。
課
題
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
価
格
高
騰
、
少
雨
傾
向
に
伴
う

水
源
水
質
悪
化
、
有
田
川
町
か
ら
の
受
水

量
増
加
等
で
維
持
管
理
費
が
増
大
し
、
計

画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
か
な
い
こ
と
で
す
。

有
収
率
、
水
道
管
の
漏
水
件

数
・
耐
震
化
率
の
現
状
は
。

（
水
道
事
務
所
長
）
令
和
５
年

度
の
有
収
率
は
64
．4
％
。
今

年
度
の
漏
水
件
数
は
２
月
末
ま
で
に
84

件
。
耐
震
化
率
は
16
．4
％
で
す
。

埼
玉
県
八
潮
市
で
下
水
管
漏
水
に

よ
る
道
路
陥
没
事
故
、
大
阪
府
堺

市
で
水
道
管
漏
水
に
よ
る
道
路
損
壊
事
故

が
発
生
し
た
が
、本
町
に
お
け
る
リ
ス
ク
は
。

（
水
道
事
務
所
長
）
水
道
管
の
95

％
が
口
径
15
㎝
以
下
、
大
き
な

も
の
で
30
㎝
程
度
、
埋
設
の
深
さ
も
平
均

１
ｍ
程
度
な
の
で
、
同
様
の
大
規
模
事
故

の
発
生
リ
ス
ク
は
低
い
と
考
え
ま
す
。

耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い
る

水
道
管
の
割
合
は
。
ま
た
耐

用
年
数
が
経
過
し
た
管
路
と
施
設
の
更

新
に
今
後
必
要
と
な
る
費
用
推
計
は
。

（
水
道
事
務
所
長
）
令
和
6
年

度
時
点
で
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
水
道
管
は
全
体
の
72
．5
％
、
必

要
な
更
新
費
用
は
約
１
３
８
億
円
。
施

設
で
は
約
31
億
円
。
管
路
や
施
設
の
耐

震
化
対
策
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
20
％
値
上
げ
に
伴
う
増

収
見
込
み
、今
後
の
収
支
予
測
は
。

（
水
道
事
務
所
長
）
料
金
改
定

で
５
，０
０
０
万
円
の
増
収
見

込
み
で
す
。
30
％
の
値
上
げ
想
定
を
20

％
に
抑
え
た
こ
と
や
運
営
費
用
の
増
大

に
よ
り
、実
績
と
進
捗
に
乖
離
が
あ
り
、

見
通
し
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
経
営
戦
略
の
見
直
し
を
行
い
、
事

業
計
画
と
財
源
確
保
を
検
討
し
ま
す
。

給
水
人
口
の
減
少
で
事
業
収

入
も
見
込
め
な
い
中
、
料
金

の
値
上
げ
は
限
界
で
あ
る
。
水
道
管
や

施
設
の
更
新
を
加
速
化
す
る
た
め
に
、

一
般
財
源
の
活
用
を
。

（
総
務
課
長
）
水
道
事
業
は
独

立
採
算
が
原
則
で
す
の
で
、

見
直
し
予
定
の
水
道
事
業
計
画
等
を
考

慮
し
な
が
ら
水
道
事
務
所
と
慎
重
に
協

議
を
進
め
ま
す
。

物
価
高
騰
へ
の
課
題
認
識
と

新
年
度
の
取
組
は
。

（
政
策
企
画
課
長
）
日
常
生
活

に
関
す
る
物
価
上
昇
が
家
計
の

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
の
み

な
ら
ず
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
対
し
包

括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
、
安
心
安
全

に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
令
和
７
年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金
事

業
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

世
帯
へ
も
給
付
対
象
を
拡
大
し
て
は
。

（
政
策
企
画
課
長
）
町
民
全
員

に
１
万
円
の
ゆ
あ
さ
ク
ー
ポ
ン

等
の
独
自
施
策
を
迅
速
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
関
係
課

と
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
等
の
全
町

民
支
援
、
ま
た
農
業
・
漁
業
・

中
小
事
業
者
・
福
祉
施
設
等
へ
の
事
業

者
支
援
を
実
施
す
る
考
え
は
。

（
政
策
企
画
課
長
）
効
果
的
な

対
策
に
取
組
め
る
よ
う
国
に
財

政
支
援
を
要
望
し
、
ま
た
限
ら
れ
た
財

源
で
最
大
限
効
果
を
出
せ
る
よ
う
課
題

に
取
り
組
み
ま
す
。

QQ

QQ

QQ

QQ

Q

AA

AA

A

AAA

A

久
ひさ

澄
ずみ

　顕
けん

人
と

　議員
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安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
・
防
犯
灯
の
現
状
は

由
ゆ

良
ら

　祥
しょう

治
じ

　議員

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
犯

罪
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
有

効
な
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
非
常
に

役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。 

「
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
必
要
な

手
段
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

運
用
に
は
充
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

町
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
、
当
初
か
ら
現
在
ま
で
の
推
移
、
ま

た
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し

ま
す
。

　
重
ね
て
、
防
犯
灯
の
今
後
の
管
理
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

（
総
務
課
長
）
町
で
は
防
犯
カ

メ
ラ
を
平
成
28
年
度
か
ら
30

年
度
ま
で
、
和
歌
山
県
の
補
助
金
を
活

用
し
設
置
し
ま
し
た
。
県
の
補
助
金
が

終
了
し
て
か
ら
は
、
町
の
単
独
予
算
で

設
置
を
進
め
ま
し
た
。

  

で
き
る
だ
け
早
急
な
整
備
を
進
め
て

き
た
こ
と
で
、
現
在
、
町
が
管
理
す
る

防
犯
カ
メ
ラ
は
85
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
有
田
湯
浅
警
察
署
と
協
力
・

協
議
し
、
必
要
箇
所
が
生
じ
た
際
に
は

設
置
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
区
で
所
有
し

て
い
た
防
犯
灯
を
、
令
和
６
年
度
に
原

則
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
し
た
。
併
せ
て
町
の

所
有
に
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
各
区
に
て

基
本
的
に
半
額
負
担
い
た
だ
い
て
い
た

電
気
料
金
は
、
令
和
７
年
度
以
降
、
町

が
全
額
を
負
担
し
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
、

自
主
防
災
組
織
や
区
に
対
し
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
か
か
る
補
助
を

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
区
や
自
主
防
災
組
織
の
資
機

材
の
補
助
の
な
か
に
組
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
、
ま
た
町
で
そ
の
よ
う
な

考
え
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
総
務
課
長
）
町
で
は
、
現
在

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
補
助
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

都
市
部
に
お
い
て
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
補
助
金
が
あ
る
自
治
体
は
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
自
主
防
災
組
織
に

対
し
、
上
限
金
額
を
設
け
て
１
回
限

り
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
金

は
、
活
動
補
助
金
の
他
、
防
災
活
動
の

資
機
材
整
備
に
か
か
る
補
助
金
は
あ
る

も
の
の
、
防
犯
活
動
へ
の
補
助
金
メ

ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
は
充
分
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
区
や
自
主
防
災
組
織

が
主
体
と
な
り
設
置
す
る
場
合
は
、
個

人
情
報
の
問
題
も
あ
り
、
管
理
規
定
等

が
整
理
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
、
町
で
設
置
す
る
方
向

で
考
え
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
広
報
等
で
広
く
啓
発
は
。

（
総
務
課
長
）
広
報
ゆ
あ
さ
令

和
５
年
４
月
号
に
て
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
有
田
地
区
地
域
安
全
協
議
会

湯
浅
支
部
の
活
動
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
折
を
み
て
広
報
周
知
を

考
え
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

Q

Q

Q

A

A

A

▲
広
報
ゆ
あ
さ

（
17
頁
）
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一
般
質
問

地
場
産
業
発
展
の
た
め
に

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
を

権
ごん

　貴
たか

大
ひろ

　議員

湯
浅
町
の
地
場
産
業
と
い
え

ば
、
湯
浅
醤
油
や
金
山
寺
味

噌
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
新
鮮
な
魚

介
類
、
有
田
み
か
ん
、
田
村
み
か
ん

と
い
っ
た
漁
業
、
農
業
も
重
要
な
地

場
産
業
と
考
え
ま
す
。

山
に
目
を
向
け
る
と
耕
作
放
棄
地

の
増
加
、
担
い
手
不
足
な
ど
、
漁
業
、

農
業
と
も
に
共
通
の
課
題
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
地
場
産
業
を
支
え

る
第
一
次
産
業
が
衰
退
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
関

す
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
町
の

考
え
は
。（

産
業
建
設
課
長
）
本
町
の
漁

業
、
農
業
に
お
け
る
就
業
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
は
深
刻
な

問
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
新
規
就
業
者
へ
の

支
援
や
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
７
年
度
当
初
予
算
案
に
も
新
規
就

業
者
を
増
加
さ
せ
る
施
策
と
し
て
、

様
々
な
事
業
予
算
を
計
上
し
た
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
町
に
お
け

る
近
年
の
漁
業
、
農
業
の
新
規
就
業

者
の
人
数
か
ら
み
て
も
問
題
が
解
決

し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

様
々
な
事
業
に
関
わ
ら
ず
、

新
規
就
業
者
数
は
伸
び
て
お

り
ま
せ
ん
。
本
町
の
水
産
物
、
農
産

物
は
全
国
に
誇
れ
る
魅
力
を
備
え
て

い
ま
す
。
第
一
次
産
業
の
従
事
者
減

少
で
地
域
の
元
気
が
な
く
な
っ
て
い

か
な
い
か
、
大
変
心
配
し
て
い
ま
す
。　

本
町
に
お
け
る
２
名
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
現
状
の
業
務
は
。
ま
た
第
一

次
産
業
の
課
題
解
決
に
む
け
て
、
新
た

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
。

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
長
）
現

協
力
隊
２
名
の
業
務
は
、
移

住
相
談
等
の
関
係
人
口
創
出
や
社
会

教
育
事
業
に
関
す
る
業
務
と
、
空
き

家
の
利
活
用
事
業
に
関
す
る
業
務
と

な
り
ま
す
。

　

受
託
団
体
と
の
契
約
に
よ
り
、
第

一
次
産
業
の
分
野
に
直
接
関
わ
る
業

務
は
で
き
ま
せ
ん
。
間
接
的
に
関
わ

る
業
務
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
と
考
え

ま
す
。

第
一
次
産
業
が
抱
え
る
問
題

は
今
後
ま
す
ま
す
深
刻
化
す

る
と
予
想
さ
れ
、
地
域
経
済
や
住
民

の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
直
接
的
な

対
策
が
必
要
で
す
。
こ
の
問
題
に
専

門
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
人
材
と

し
て
、
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
は
。

（
町
長
）
第
一
次
産
業
の
問
題

は
深
刻
と
考
え
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
も
有

効
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
の
で
、
他

の
方
法
も
含
め
総
合
的
に
判
断
の
う

え
、
ま
た
募
集
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

回
答
を
受
け
て

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
場
産

業
の
振
興
、
そ
し
て
湯
浅
町
の
更
な

る
発
展
に
向
け
て
取
り
組
み
た
く
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Q

Q

QA

A

A
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一
般
質
問

赤
あか

井
い

　洋
よう

子
こ

　議員

避
難
所
や
子
ど
も
の
体
育
環
境
の
充
実
の
た
め
に

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
を

学
校
体
育
館
は
、
災
害
時
の

避
難
所
と
し
て
、
ま
た
平
常

時
は
子
ど
も
の
教
育
や
地
域
住
民
の

活
動
の
場
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
で
は
教
室
の
空
調
設
備

設
置
率
が
99
．５
％
に
達
し
て
い
る
一

方
、
体
育
館
の
空
調
設
置
率
は
15
．

３
％
に
と
ど
ま
り
、
湯
浅
町
に
お
い

て
も
学
校
の
体
育
館
に
は
空
調
の
設

置
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
、
屋
外
で
の

運
動
は
た
い
へ
ん
困
難
な
状
況
で
、

子
ど
も
の
運
動
の
機
会
が
減
っ
て
い

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
災
害
時
に
お
け
る
災
害
関
連

死
が
昨
今
話
題
で
す
。
避
難
所
環
境

を
で
き
る
だ
け
快
適
に
し
て
お
く
こ

と
が
た
い
へ
ん
重
要
と
い
う
考
え
方

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
所
で
は
テ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド
な

ど
の
災
害
時
の
備
蓄
品
は
備
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
空
調
設
備
を
整

備
す
れ
ば
、
さ
ら
に
環
境
の
快
適
さ

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

学
校
体
育
館
の
整
備
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
は
令
和
５
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
の
間
に
体
育
館
に
空
調
を

設
置
し
た
場
合
の
国
庫
補
助
率
を
従

来
の
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
引

き
上
げ
て
い
ま
す
。

国
は
令
和
15
年
度
ま
で
補
助
を
実

施
す
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
全

国
か
ら
の
申
請
が
多
く
な
る
こ
と
を

考
え
る
と
早
め
の
申
請
が
望
ま
れ
ま

す
。ま

た
空
調
設
備
の
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
設
置
に
か
か
る
様
々
な
方
法

や
、
使
用
料
を
な
る
べ
く
安
く
抑
え

る
方
法
等
も
研
究
の
う
え
、
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。　

現
在
の
小
学
校
、
中
学
校
の
体
育

館
の
状
況
や
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ま
れ
る
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

（
教
育
次
長
）
昨
年
度
、
町

内
小
中
学
校
の
体
育
館
に
は

夏
の
暑
さ
対
策
と
し
て 

大
型
の
冷
風

機
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
冷
暖
房
を

備
え
た
空
調
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

効
率
良
く
温
度
管
理
が
で
き
る
断
熱

性
能
も
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
近
年
の

夏
の
暑
さ
な
ど
を
考
え
る
と
、 

学
校
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
は
、 

学
校

施
設
と
し
て
も
、
ま
た
避
難
所
施
設

と
し
て
も
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、 

光
熱
費

の
抑
制
に
留
意
し
、 

設
備
の
選
択
や
、

断
熱
性
能
の
向
上
も
考
慮
し
な
が
ら
、

有
利
な
国
の
補
助
金
が
あ
る
う
ち
に
、

設
置
に
向
け
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

回
答
を
受
け
て

　
前
向
き
な
取
組
を
期
待
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
と
避
難

所
の
環
境
整
備
に
、
必
要
な
空
調
設

備
で
す
。

　

ま
ず
は
一
つ
の
学
校
か
ら
で
も
、

早
急
な
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q

A

▲体育館に設置された冷風機
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議案等について採決した結果と議員ごとの賛否です
〇は賛成、●反対、－は退席3 月定例会賛否表

審
議
結
果

議案名等／概要
赤
井　
洋
子

久
澄　
顕
人

松
本　
光
成

石
本　
一
也

板
垣　
善
夫

三
ツ
橋
忠
男

由
良　
祥
治

権　
　
貴
大

松
本　
典
久

承認 専決処分の承認を求める件 ［令和６年度一般会計補正予算（第７号）］
／物価高騰重点支援事業の早期執行のため 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
は
裁
決
に
加
わ
ら
な
い

可決 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
／「拘禁刑」を創設する刑法等改正に伴う条例の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 職員の勤務時間及び休日、休暇に関する条例の一部改正
／育児介護休業法・次世代法の改正にともなう町職員の休日、休暇制度の改正 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 職員の育児休業等に関する条例の一部改正
／育児介護休業法・次世代法の改正にともなう条文の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 職員の給与に関する条例の一部改正
／国の情勢をふまえ町職員の人件費の規定を改正 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 消防団員等公務災害補償条例の一部改正
／国の政令改正にともなう非常勤消防団員等の損害補償基礎額等の加算額を改正 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 非常勤消防団員に係る退職補償金の支給に関する条例の一部改正 ／本紙　７頁 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 税条例の一部改正 ／国の番号法改正にともなう条文の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 国民健康保険条例の一部改正
／新型コロナ感染者に対する傷病手当金請求期間終了にともなう改正 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
／国の法改正による運営基準改正にともなう条文の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
／国の法改正による運営基準改正にともなう条文の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
／国の法改正による運営基準改正にともなう条文の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決
電子情報処理組織による戸籍事務の事務委託に関する規約の廃止に関する協議

／国が進める、自治体情報処理の「標準準拠システム」に
対応するため、戸籍情報システムの自治体共同利用を廃止

〇〇〇〇〇〇〇〇

可決
権利の放棄について

／同和対策住宅新築資金等貸付金について、県内関係自治体で構成する
回収管理組合で「回収不能」と認定された債権の一部の請求権を放棄

〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 損害賠償の額の決定及び和解
／交通事故の相手方から賠償金の支払いを受けるため 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 令和６年度一般会計補正予算（第８号） ／本紙　６頁 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） ／町職員人件費の改正等 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ／町職員人件費の改正等 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ／町職員人件費の改正等 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 令和６年度農業集落排水事業会計補正予算（第１号 )
／施設機器更新工事について国の交付金が交付されるため 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 令和６年度水道事業会計補正予算（第２号 ) ／町職員人件費や受水費 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 令和７年度一般会計予算 ／本紙　２- ５頁 〇●〇〇〇〇〇〇
可決 令和７年度国民健康保険事業特別会計予算 ／本紙　２- ５頁 〇●〇〇〇〇〇〇
可決 令和７年度駐車場事業特別会計予算 ／本紙　２- ５頁 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 令和７年度介護保険事業特別会計予算 ／本紙　２- ５頁 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 令和７年度後期高齢者医療特別会計予算 ／本紙　２- ５頁 〇●〇〇〇〇〇〇
可決 令和７年度農業集落排水事業会計予算 ／本紙　２- ５頁 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 令和７年度水道事業会計予算 ／本紙　２- ５頁 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例（案 )
／国の番号法や刑法等の改正にともなう条文の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇

可決 議会会議規則の一部を改正する規則（案） ／社会情勢をふまえた携帯品等の条文の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 議会委員会条例の一部を改正する条例（案） ／特別委員会等の定めの整理 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 議会傍聴規則の一部を改正する規則（案） ／社会情勢をふまえた会議傍聴制限等の整理 〇〇〇〇〇〇〇〇
可決 刑事訴訟法における再審規定の改正を求める意見書（案） ／本紙７頁 〇〇〇〇〇〇〇〇
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“第３期湯浅町まち・ひと・
しごと創生総合戦略”を策定
急 速 な 少 ⼦ 高 齢 化・

人口減少に歯止めをか
け東京圏への一極集中
を是正するため、国に
おいて制定された「ま
ち・ひと・しごと創生法」に基づき、湯浅町
においても平成 27 年から「まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」を策定しています。この
度、最新の人口ビジョンや、コロナ禍の影響、
デジタル化や SDG ｓといった諸課題をふま
え、令和７年度からの第３期計画を策定した
ことについて、報告がありました。

こども家庭センター
“はぐ・Hug”を開設

国の児童福祉法、母⼦
保健法の改正をふまえ、
妊産婦、乳幼児から学齢
期まで、すべてのこども

と⼦育て家庭への包括的な支援を切れ目な
く提供するための“こども家庭センター”と
して、町保健センター内“はぐ・Hug”を位
置づけ、令和７年４月から開設することに
ついて報告がありました。

議員各氏からは、窓口の設置場所や専門
スタッフの配置状況、対応等について質問
がありました。

政策企画課 健康推進課

分野ごとの各委員会で、議案とは別に町から報告を受け、話し合うものです その他報告
総務文教まちづくり常任委員会 福祉産業建設人権常任委員会

次
の
３
件
に
つ
い
て
、
全
議
員
に
写

し
を
配
布
し
ま
し
た
。

・
議
案
の
審
議
に
つ
い
て
、
ど
の
議
員

が
、ど
の
議
案
に「
賛
成
」「
反
対
」「
棄

権
」
し
た
か
が
分
か
る
よ
う
な
図
を

つ
く
り
、
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

・
市
民
と
共
に「
い
じ
め
」「
自
殺
」「
児

童
虐
待
」「
犯
罪
」
等
を
減
ら
す
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
陳
情

・
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
に

お
け
る
庁
舎
管
理
規
則
の
徹
底
を
求

め
る
要
望
書

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務
の
一
部
を

共
同
で
処
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
の
議
会

に
つ
い
て
、
湯
浅
町
議
会
か
ら
派
遣
し

て
い
る
議
員
は
、
町
議
会
へ
組
合
議
会

の
報
告
を
行
い
ま
す
。

有
田
圏
域
１
市
３
町
で
構
成
す
る
有
田

周
辺
広
域
圏
事
務
組
合
の
議
会
へ
の
派
遣

議
員
か
ら
は
、
令
和
７
年
度
の
新
ご
み
処

理
施
設
の
予
算
に
つ
い
て
、
否
決
と
な
っ

た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

同
組
合
で
は
そ
の
後
、
臨
時
議
会

が
開
か
れ
暫
定
予
算
が
可
決
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
議
長
職
７
年
】

２
月
５
日（
水
）、
松
本
典
久
議
長

が
、
町
議
会
議
長
職
を
通
算
７
年
以
上

務
め
、
地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
貢
献

し
た
功
績
に
対
し
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
自
治
功
労
賞
の
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

定
例
会
初
日
の
３
月
４
日（
火
）
議

場
に
て
表
彰
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

陳
情
書
・
要
望
書
を
配
布

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

松
本
典
久
議
長
が
地
方

自
治
功
労
賞
を
受
賞
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大阪・関西国際万博に
栖原家醤油樽等を展示

えき蔵図書館に
“おうちカフェ”オープン

ふるさと振興課 教育委員会

総務文教まちづくり常任委員会 総務文教まちづくり常任委員会

全
国
都
道
府
県
・
市
・
町
村
の
三
議

会
議
長
会
に
お
い
て
、
人
気
コ
ミ
ッ
ク

「
葬
送
の
フ
リ
ー
レ
ン
』
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
活
用
し
て
地
方
議
会
を
学
べ
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
今
後
、
教
育
現
場

の
主
権
者
教
育
で
も
活
用
で
き
る
ほ
か
、

地
方
議
会
特
設
サ
イ
ト
で
は
、
議
会
制

度
を
学
ん
だ
り
ク
イ
ズ
形
式
で
学
習
の

成
果
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
湯
浅
ご
は
ん
」
を
手
が
け
た
湯
浅

町
在
住
の
み
つ
は
し
そ
ー
た
氏
に
、
議

会
広
報
用
イ
ラ
ス
ト
を
依
頼
い
た
し
ま

し
た
。

議
員
各
氏
の
特
徴
を
捉
え
つ
つ
、
少

し
レ
ト
ロ
で
親
し
み
や
す
い
素
敵
な
絵

柄
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

本
紙
表
紙
の
左
上
か
ら
右
下
ま
で
、

議
席
順
に

①
赤
井
洋
子
、②
久
澄
顕
人
、

③
松
本
光
成
、④
石
本
一
也
副
議
長
、

⑤
板
垣
善
夫
、⑥
三
ツ
橋
忠
男
、

⑦
由
良
祥
治
、⑧
権
貴
大
、

⑨
松
本
典
久
議
長
、
で
す
。

議
会
広
報
の
充
実
の
た
め
、
今
後
も

活
用
し
ま
す
。

【
主
権
者
教
育
】

『
葬
送
の
フ
リ
ー
レ
ン
』

で
学
ぶ
地
方
議
会

み
つ
は
し
そ
ー
た
氏
へ

議
員
イ
ラ
ス
ト
を
依
頼

【
表
紙
】

３月９日（日）オープン
の報告をうけました。

４月 20 日（日）から 26 日（土）に関西
パビリオンで湯浅町ブースを開設するとの
報告がありました。

特
設
サ
イ
ト

『
あ
な
た
と
議
会
』

▲画像はイメージです
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委
員
長

久
澄
　
顕
人

副
委
員
長

赤
井
　
洋
子

委
　
　
員

三
ツ
橋
忠
男

委
　
　
員

由
良
　
祥
治

委
　
　
員

権
　
　
貴
大

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

あ
た
り
一
面
み
か
ん
の
花
の
香

が
漂
っ
て
い
ま
す
。
自
然
は
よ
ほ

ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
毎
年
同

じ
よ
う
に
繰
り
返
し
ま
す
。

物
価
高
、
米
不
足
、
高
齢
化
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
等
、
不
安
だ
ら
け

の
時
代
で
す
。
格
差
と
貧
困
、
分

断
と
憎
悪
、
支
配
と
収
奪
が
渦
巻

く
世
界
で
す
。

何
が
あ
っ
て
も
、
じ
た
ば
た
し

な
い
知
恵
と
力
を
持
ち
た
い
も
の

で
す
。

戦
後
80
年
頑
張
っ
て
き
た
私
達

で
す
が
、
未
来
の
た
め
、
今
一
度
、

力
を
尽
く
す
時
だ
と
思
い
ま
す
。

（
三
ツ
橋
　
忠
男
）

編

集

後

記
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２
月
３
日
（
月
）、
な
ぎ
の
里
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
総
勢
71
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

週
末
の
雨
か
ら
土
の
状
態
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
幸
い
に
風
も
な
く
静
か
な
立

春
の
日
を
迎
え
、
始
球
式
か
ら
力
強
い
ス

イ
ン
グ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
ま
し
た
。

各
々
の
コ
ー
ト
で
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
、
一
位
は
北
野
誠
介

さ
ん
、
二
位
は
八
川
順
子
さ
ん
、
三
位
は

太
田
耕
次
さ
ん
で
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ス
タ
ー
ト
と

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
設
置
す
れ
ば
競
技
を
は

じ
め
る
こ
と
が
で
き
、
審
判
員
も
あ
り
ま

せ
ん
。
気
軽
に
行
え
る
一
方
で
、
ル
ー
ル

に
は
第
一
章
か
ら
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
掲
げ
ら

れ
、
自
分
達
で
プ
レ
ー
を
審
判
し
た
り
、

お
互
い
を
尊
重
し
た
り
す
る
マ
ナ
ー
も
大

切
で
す
。

参
加
者
の
皆
様
、
楽
し
い
大
会
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ
ろ
し
け
れ
ば

本
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
21
回
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

一位の北野誠介さん、三位の太田耕次さん、二位の八川順子さん
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